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三芳町長　
林伊佐雄
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三芳町では未来創造拠点「ルミナ
みよし」と地域活性化発信交流拠
点（道の駅）の整備計画が進行
中です。地域資源である世界農業
遺産やガーデンツーリズムと連携
し、地域ブランド力向上や防災機
能強化、多世代交流による交流人
口・定住人口の増加が期待されて
います。図書館を中心に「集い・
学び・育つ」まちづくりを推進し、
新たなイノベーションと共生社会
の実現に寄与します。これら二つ
の拠点を核に、さまざまな施設や
団体とネットワークを構築し、「い

の ち 輝く未 来 社
会」の創造を

めざした新
た な ま ち づ
くりが本格
的に始まっ
て い ま す。

三芳らしさを詰め込んだ小旅行
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東京 2025 デフリンピックで、アダ
ム・コーサ会長は「デフリンピック
は障がいを乗り越える物語ではな
く、ろう者の文化や言語への誇り
をスポーツで表現する場」と語り、

「手話は誇りであり文化」と強調し
ました。選手たちの挑戦はこのプ
ライドの表れであり、ホストタウ
ンとしてマレーシア選手団と交流
した町内の中学生たちは、挑戦を
続ける姿に感銘を受け、互いのプ
ライドを尊重し合う共生社会の大
切さを学びました。この出会いを
大切に、誰もが個性を活かし力を

発揮し、プライドを
持って生き、お

互いのプライ
ド を 認 め 合
う共生社会
を推進して
い き ま す。

昨年 10/31 ㈮、イタリア・ロー
マの国連食糧農業機関本部で、世
界農業遺産認定証授与式が開催
され、武蔵野の落ち葉堆肥農法
推進協議会に認定証が授与され
ました。認定式の前日、三芳町は
韓国河東郡と友好都市協定を締結
し、アフリカの諺 “If you want 
to go fast, go alone.If you want 
to go far, go together. ”（ 早 く

行きたいなら一人で行け、遠く
へ行きたいなら共に行け）のも
と、共に持続可能な未来づく

りを進めることを誓いまし
た。持続可能な社会

の実現で重要なこの
「Go together」

を胸に、多く
の皆さんと
共に歩んで
い き ま す。

ガーデンツーリズムとは？ガーデンツーリズムとは？

地域の庭園や里山など複数の地域の庭園や里山など複数の
「庭」を共通テーマで巡り、体「庭」を共通テーマで巡り、体
験や交流を創出する国土交通験や交流を創出する国土交通
省の観光制度。三芳町独自の省の観光制度。三芳町独自の
里山散策や農体験、庭園を巡里山散策や農体験、庭園を巡
る「 み よ し 野 ガ ー デ ン 里 山る「 み よ し 野 ガ ー デ ン 里 山
探 訪 」 が 登 録 さ れ て い ま す。探 訪 」 が 登 録 さ れ て い ま す。
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誰もが自分らしく

共生社会とは？共生社会とは？

障がいの有無、性別、国籍、人種、
年齢等に関わらず、すべての人
がお互いを尊重し、支えあい、
生き生きとした人生を送ることが
できる社会。三芳町では「みよ
し Well-being のまちづくり宣言」
などで取り組みをすすめます。
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未来へ進め、三芳町！ 2026

多分野での交流と協力を
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韓国河
ハ ド ン

東郡とは？

本地域と同時期に「ソムジンガン
河口のシジミ漁ソントゥル漁業」で
世界農業遺産に認定された地域。
この縁から三芳町と交流を開始し、
認定地域間で初の友好都市協定
を締結。今年度も中学生の派遣や
訪問団の受け入れを実施します。

広島平和祈念式典参加者をはじめとした中学生と町長と座談会を実施（1月号）▶


